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ンゲルおよび bFGF を組み合わせて付与することで唾液腺組織再生を試みた。 
 
２．研究方法 
実験動物には 200gの SD系雄性ラットを用いた。麻酔下にてラット顎下腺を剖出し、直径 3㎜の欠
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 結果の要旨       
 










本審査委員会では、(1)bFGF の濃度を 500ng/ml に設定した理由(2)実験モデル作製時に主血管や主導管
の損傷はおこらないのか。(3)ゴアテックス膜の固定法についてなどの質疑がなされた。 
(1)については、bFGF が唾液腺組織に対して 10ng/ml から影響を示し、至適濃度は 100ng/ml～500ng/ml
である。さらに、bFGF の半減期が 2～3 日であることから術後 7 日後には 2 回半減期が来ると考えられ、
500ng/ml→250ng/ml→125ng/ml となり、もっともゲル内に細胞が観察される術後 7 日においても至適濃
度の 100ng/ml を維持しているため、最初の段階で 500ng/ml という濃度に設定した。(2)について、実験モ
デル作製時にラット顎下腺は肉眼的に主動脈を観察することができ、避けることが可能である。また、主
導管も主動脈と並走しているため同様に避けることかできる解。(3)について、ゴアテックス膜は顎下腺全
体を被覆後、折り返ことで膜と顎下腺組織を密着させ固定した。折り返し部は、欠損作成部には重ならな
いように設定し、各屠殺時期にも膜が動いていないことを確認していると概ね妥当な解答が得られた。ま
た用語、英文表記、図表の修正等、について多くの指摘が行われた。 
論文内容及びその質疑により概ね妥当な回答が得られたことにより、本研究は今後の歯学の進歩、発展
に寄与するところ大であり学位授与に値すると判定した。 
